
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度

日
本
文
学
専
攻
博
士
論
文
・
修
士
論
文

日
本
文
学
専
修
卒
業
論
文
一
覧

博
士
論
文

中
原
中
也

詩
の
方
法
と
飛
翔
の
研
究

吉
田
恵
理

中
間
報
告
書

晩
年
の
室
生
犀
星
に
お
け
る
〈
女
ひ
と
〉
と
〈
老

い
〉
の
表
象

米
山
大
樹

室
町
後
期
か
ら
江
戸
前
期
に
お
け
る
堂
上
歌
壇
史

研
究
補
遺

本
山
八
重
子

『
源
氏
物
語
』
の
意
識
と
人
間
関
係

―
―
表
現
を
手
掛
か
り
に
し
て

蕗
谷
雄
輝

現
代
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

曹
佳
楽

修
士
論
文

大
江
健
三
郎
『
静
か
な
生
活
』
に
お
け
る
障
害
者

表
象
―
―
「
人
間
の
生
き
方
の
モ
デ
ル
」
と
な
る
「
家
族
」

の
な
か
で

松
本
拓
真

明
治
二
〇
年
前
後
の
小
説
論
に
お
け
る
、
主
体
を

め
ぐ
る
思
考
―
―
『
小
説
神
髄
』
を
中
心
に

吉
田
大
郎

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
外
来
語
の
扱
い
の
変
遷

―
―
１
９
２
５
年
か
ら
１
９
５
４
年
ま
で
に
放
送
を
中
心
に

山
下
洋
子

共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」

詞
書
に
関
す
る
研
究

尾
崎
栞

仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
構
想

―
―
「
敵
討
ち
」
へ
の
ま
な
ざ
し
に
注
目
し
て

小
柳
佳
朗

文
章
指
導
に
お
け
る
接
続
詞
の
扱
い

三
舛
畑
春
香

三
島
由
紀
夫
自
選
短
編
集
『
真
夏
の
死
』
に
託
さ

れ
た
告
白
―
―
「
翼
」「
真
夏
の
死
」「
貴
顕
」
を
中
心
に

羌
厳
偉

童
謡
の
変
容
―
―
音
楽
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
を
中
心
に

藤
原
真
以
子

福
永
武
彦
と
少
年
そ
し
て
古
典
受
容

小
笹
健
太

卒
業
論
文

『
新
古
今
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
藤
原
定
家
の
恋

の
歌

赤
羽
麻
莉

梅
の
和
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
―
―
『
古
今
和
歌
集
』
と

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
比
較
か
ら

藤
本
真
衣

『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
に
お
け
る
植
物
の
描
き
方

に
つ
い
て

笹
谷
み
な
み

描
き
分
け
ら
れ
た
大
君
・
中
の
君
姉
妹

―
―
中
の
君
の
昼
寝
の
場
面
に
注
目
し
て

福
田
千
晴

「
お
祈
り
メ
ー
ル
」
に
お
け
る
配
慮
の
あ
り
方
を

考
察
す
る

長
谷
川
笑
里

稚
児
物
語
の
中
の
稚
児
―
―
美
少
年
に
託
さ
れ
た
も
の

大
内
芙
美
香

利
用
さ
れ
た
お
伽
草
子
―
―
『
き
り
ぎ
り
す
の
物
か
た
り
』

の
読
ま
れ
方

佐
々
木
尚
之

常
盤
物
か
ら
見
る
望
ま
れ
た
女
性

石
毛
温
子

『
太
平
記
』
北
条
高
時
の
語
り

―
―
沈
黙
の
最
期
を
考
え
る

小
関
あ
か
り

『
太
平
記
』
に
お
け
る
「
大
森
彦
七
が
事
」
を
読

む
―
―
襲
い
来
る
か
つ
て
の
英
雄

佐
々
木
萌

お
伽
草
子
『
は
た
け
山
』
に
お
け
る
中
世
文
学
の

三
大
テ
ー
マ
に
つ
い
て

水
上
茉
依
子

性
格
か
ら
み
る
庶
民
小
説
―
―
騙
さ
な
い
主
人
公

荒
木
智
香

護
良
親
王
の
涙
の
理
由
―
―
天
正
本
に
お
け
る
特
徴

仲
住
若
奈

「
対
策
」
の
研
究
ま
と
め
＋『
菅
家
文
草
』
巻
第
九

「
請
三
秀
才
課
誠
新
立
二
法
例
一
状
」
を
通
し

て
菅
原
道
真
の
策
問
を
読
む

坂
田
樹
里

『
古
事
記
』
に
お
け
る
火
と
出
産
の
関
係保

科
日
向
子
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神
仙
境
像
考
―
―
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
意
義藤

田
茉
莉
佳

『
捜
神
記
』
に
お
け
る
動
物
の
在
り
方

浅
井
謙
吾

立
山
の
探
求

琴
井
谷
渚

近
世
に
お
け
る
地
獄
め
ぐ
り
譚

八
巻
詩
子

『
夢
見
る
部
屋
』
に
お
け
る
夢

―
―
視
線
の
先
に
見
る
夢
の
痕
跡

今
裕
美

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
空
間
―
―
「
お
伽
噺
の
家
」
と
「『
赤
い
屋

根
』
の
文
化
住
宅
」
よ
り

朝
倉
晴
日

女
性
文
学
者
の
不
倫
と
自
己
表
現

―
―
白
蓮
事
件
を
通
し
て

天
野
紗
菜

『N
o.6

』
作
品
論

都
市
空
間
、
語
り
、
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
の
問
題
を
中
心
に

大
村
菜
恵

上
林
暁
『
聖
ヨ
ハ
ネ
病
院
に
て
』
論

―
―
夫
婦
の
真
実
を
め
ぐ
る
内
省
と
沈
黙

水
野
正
勝

『
お
ジ
ャ
魔
女
ど
れ
み
』
作
品
論
―
―
お
ジ
ャ
魔
女
た

ち
が
見
つ
め
よ
う
と
し
た
も
の

武
井
智
啓

「
文
学
」
か
ら
の
逸
脱
―
―
岡
崎
京
子
『pink

』『
ヘ
ル
タ

ー
ス
ケ
ル
タ
ー
』
論

村
松
ま
り
あ

横
光
利
一
「
微
笑
」
論
―
―
〈
文
学
的
象
徴
〉
と
し
て
の

〈
零
点
五
〉
を
中
心
に

石
橋
奈
津

過
程
を
見
つ
め
る
こ
と
の
「
知
性
」
―
―
庄
司
薫
『
赤

頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』
論

白
石
和
泉

最
果
タ
ヒ
が
反
射
す
る
現
代

中
里
茉
弥

咀
嚼
す
る
愛
―
―
山
田
詠
美
「
姫
君
」
論

小
笠
原
史
歩

「
書
く
」こ
と
へ
歩
み
出
す
―
―
安
部
公
房
、
島
尾
敏
雄
、

大
岡
昇
平
の
場
合

金
子
聖
奈

江
戸
川
乱
歩
『
黒
蜥
蜴
』
論

―
―
女
賊
「
黒
蜥
蜴
」
は
何
者
か

海
老
澤
彩
香
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